
Design	Color	
Yellow	
R	249	G	190	B	0	

Orange	
R	236	G	108	B	0	

Pink	
R	230	G	49	B	120	

Lavender	
R	200	G	78	B	150	

Violet	
R	145	G	72	B	151	

Purple	
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Yellow	Green	
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Dull	Tone	
Yellow	
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Orange	
R	177	G	79	B	0	

Pink	
R	174	G	31	B	91	

Lavender	
R	151	G	55	B	115	

Violet	
R	110	G	50	B	116	

Purple	
R	79	G	29	B	109	

Sky	Blue	
R	0	G	140	B	180	

Blue	
R	0	G	56	B	125	

Yellow	Green	
R	93	G	145	B	46	

Green	
R	0	G	121	B	74	

Turquoise	
R	0	G	134	B	128	

Brand	Color	
Ryukoku	Red	
R245	G0	B0	

Ryukoku	Gray	
R176　G191　B200	

Sub	Color	
Gray	
R113　G113　B113	

Blue	Gray	1	
R98　G122　B134	

Blue	Gray	2	
R150	G169	B179	

Blue	Gray	3	
R203	G213	B220	

Blue	Gray	4	
R229	G235	B238	

アルコールや大麻を乱用している若者には、即時的
および長期的な健康への影響と法的な影響のリスク
がある。アルコール使用が与える影響についてはい
くつかのエビデンスがある。厳密なエビデンスの不
足によって、調査結果が不完全であるため、さらな
る研究が必要とされる。 

コンピュータ化された短期的介入は若者の危険なアルコール使用を 
減少させるようである；大麻使用への効果に関するエビデンスはない 

 
 
このレビューは何についてのものか？ 
若者のアルコール乱用と快楽を得るための薬物使用
は、公衆衛生上の重大な問題である。これらは、薬
物・アルコール利用者へのカウンセリングや支援と
いった、効果的な介入によって対処されるべきであ
る。 
 
コンピュータ化された短期的介入は、携帯電話など
の電子機器を通して用いられる予防的あるいは治療
的な活動であり、物質乱用の1時間以内あるいは数
分以内に施行される。このような介入は、概してア
ルコール乱用や薬物乱用の減少を目的としている。
このレビューでは、アルコールや大麻のいずれかま
たは両方を乱用する若者に対して行われる、早期の、
コンピュータ化された短期的介入の有効性に関する
研究を検討する。 
 
どのような研究が含まれているのか？ 
このレビューに含まれる研究は、無作為化比較試験
を採用し、かつアルコールまたは大麻使用の減少を
目的とした独立の治療として用いられる、コン
ピュータ化された短期的介入について報告している
ものである。報告された有害なアウトカムを副次的
なアウトカムとして評価した。 
 
研究は、アメリカ合衆国、ニュージーランド、オラ
ンダ、スウェーデン、オーストラリア、ドイツ、ス
イス、ブラジルで実施された。また複数の国で実施
された研究もあった（スウェーデン、ベルギー、
チェコ共和国、ドイツ）。 
 

介入は、介入しないことに比べる
と短期間でアルコール摂取を有意
に減少させる 

このレビューのねらいは何か？ 
このキャンベル系統的レビューは、アル
コールと大麻のいずれかまたは両方の危険
な使用をしている若者に対する、早期のコ
ンピュータ化された短期的介入の有効性に
関する研究を検討する。このレビューは、
10カ国からの60の研究結果をまとめたも
のである。参加者は、アルコールか大麻、
またはその両方の危険な消費者として定義
された15歳から25歳の若者であった。レ
ビューには33,316人の参加者が含まれて
いた。 
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参加者は、アルコールか大麻、あるいは両方の使用
者。年齢は15～25歳。このレビューには、33,316
人の参加者、サンプルサイズ合計60の研究が含まれ
ている。 
 
このレビューの主な結果は何か？ 
介入は、介入しないことに比べると、短期間でアル
コール使用を有意に減少させる。しかし、エフェク
トサイズは小さく、長期間での効果は認められな
かった。エビデンスの質も不十分である。 
 
アルコール使用に関するフィードバック付きのアセ
スメントを提供する介入は、それをしないものに比
べて、大きな効果を有しているように思われるが、
そのエビデンスはなお弱い。 
 
大麻に関する数少ない研究は、大麻使用の減少にお
ける効果を示さなかった。 
 
副作用に関するエビデンスはなかった。 
 
このレビュー結果は何を意味するのか？ 
概して、アルコールへの介入は作用しているように
見える。しかし、レビューに含まれるすべての研究
は、方法論的に不十分である。正確なエビデンスの
欠如を考慮すると、この結論は注意して読まれるべ
きだろう。 
 
大麻に焦点を当てた研究はほんのわずかであり、介
入の有効性に関する確固たる結論を妨げている。 
 
調査結果の妥当性について疑問が残る一方で、コン
ピュータ化された短期的介入は、低コストで副作用
がなく、簡単に施行できるので、完全に排除される
べきではない。 
 
特に大麻使用に焦点を当てた研究については、より
質の高い調査を行う必要がある。 
 

このレビューはどのようにして更新される
のか？ 
レビューは、2016年4月までに出版された
研究を調査した。このキャンベル系統的レ
ビューは、2017年4月に出版された。 
 
キャンベル共同計画とは何か？ 
キャンベル共同計画とは、系統的レビュー
を公表する、国際的、任意的、非営利的な
研究ネットワークである。われわれは、社
会科学や行動科学の領域における取り組み
のエビデンスの質を要約し、評価している。
われわれの目的は、人々のより良い選択と
より良い政策決定を支援することである。 
 
この要約について 
この要約は、キャンベル系統的レビュー 
2017:06 Effects ofEarly,Computerized 
Brief Interventions on Risky Alcohol 
Use and Risky Cannabis Use Among 
Young Peopleに基づき、
AdaChukwudozie（CampbellCollaborat
ion）によって作成された。系統的ビュー
は、Geir Smedslund, SabineWollscheid, 
Lin Fang, Wendy Nilsen, Asbjørn Steiro 
and Lillebeth Larun (DOI 10.4073/csr.
2017.6)による。この要約は、Tanya 
Kristiansenによって再設計と作成がなさ
れた。この要約の制作にあたりthe 
American Institutes for Researchが資
金援助を快諾してくれた。 
 
 


